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イベント概要 

 

[企業名]  ライオン株式会社 

 

[企業 ID]  4912 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 12 月期 第 2 四半期(中間期) 決算説明会 

 

[決算期]  2025 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2025 年 8 月 7 日 

 

[ページ数]  30 

  

[時間]   17:00 – 18:05 

（合計：65 分、登壇：25 分、質疑応答：40 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  7 名 

代表取締役 兼 社長執行役員 最高経営責任者 

      竹森 征之（以下、竹森） 

代表取締役 兼 副社長執行役員  福田 健吾（以下、福田） 
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代表取締役 兼 副社長執行役員  鈴木 均 （以下、鈴木） 

取締役 兼 執行役員    川西 敬之（以下、川西） 

執行役員 経理部長            竹生 昭彦（以下、竹生） 

執行役員 経営企画部長 兼 

北東アジア事業本部グループ戦略連携担当部長 兼 

東南・南アジア事業本部グループ戦略連携担当部長 

      新井 将英（以下、新井） 

経営企画部 IR・SR 室長   谷元 啓太（以下、谷元） 
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登壇 

 

谷元：本日はお忙しいなか、ライオン株式会社 2025 年度第 2 四半期決算説明会にご参加をいただ

きまして、誠にありがとうございます。はじめに弊社の出席者をご紹介させていただきます。代表

取締役兼社長執行役員、竹森征之でございます。代表取締役兼副社長執行役員、福田健吾でござい

ます。代表取締役兼副社長執行役員、鈴木均でございます。取締役兼執行役員、川西敬之でござい

ます。執行役員経理部長、竹生昭彦でございます。執行役員経営企画部長、新井将英でございま

す。進行は、経営企画部 IR・SR 室の谷元が務めさせていただきます。これより、2025 年 12 月期

第 2 四半期決算説明資料に基づき、竹森よりご説明した後、質疑応答に移らせていただきます。会

議全体の時間は 1 時間を予定しております。それでは早速、説明に入らせていただきます。竹森社

長、お願いします。 
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竹森：社長の竹森でございます。本日はありがとうございます。本日、こちらの内容でお話をした

いと思います。皆様から見える当社への見え方ですが、利益を出すために成長を劣後させ、費用抑

制を進めている、持続的に利益ある成長が本当にできるのか、この点を確認されたいのかなと捉え

ています。本日はそれを意識しながら、私から話をしていきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 
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まず、当中間期の連結業績です。 

業績サマリーですが、対前年で増収を確保した上で、収益性も向上いたしました。特に、利益につ

いては、構造改革施策の進捗による収益体質の改善が着実に進んでいます。年初の公表を大幅に上

回りました。これは単なる費用の削減の結果ではなく、付加価値の高い高付加価値化をしっかり進

め、政策的・戦略的に競争費用を投下した結果であることを、皆様にお伝えをしたいと思います。 

そして、最下段に記載のとおり、年間業績見通しは年初の公表から変更しておりません。これから

お話を申し上げる下期の重点施策を確実に進めていくことで、売上そして利益ともに十分に達成は

可能であると捉えています。 
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まず、主要な財務指標についてお話をします。 

売上高 1,994 億円、前年同期比で 0.4%、8.2 億円の増収です。為替の変動を除く実質では 0.3%。

ご承知のとおり、昨年実施をしました薬品の一部ブランド譲渡の影響を除くと 1.1%の増収でござ

いました。 

次に、事業利益です。126 億円。収益力の強靭化が進み、前年同期比 30.8 億円の大幅な増益で

す。 

親会社の所有者に帰属する中間利益につきましては、昨年ブランド譲渡益を計上した反動もあり、

3.2 億円の減益ではございますが、この点については一過性であると捉えています。 

EBITDA は 214 億円、前年同期比 27 億円の増加。私どもが稼ぐ力、利益ある成長を示す上で最も

大事にしている指標の一つである EBITDA のマージンにつきましては、1.3 ポイント上昇し 10.7%

となっています。 
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続きまして、事業利益の増減要因についてお話をします。青の矢印の粗利要因、オレンジ色の矢印

の販管費要因に分けてお話をします。 

まず左側の粗利要因ですが、トータルで 2 億円の増益となりました。昨年より継続をしている高付

加価値化、そしてプライシングの適正化でプラスの 13 億円。右隣の数量効果・構成変化等は、売

上増減はプラス 4 億円となりましたが、ブランド譲渡等の影響、構成変化などを合わせたネットで

は 12 億円の減益要因となっています。原材料価格の影響はマイナス 8 億円でございましたが、コ

ストダウンのプラス 9 億円で吸収しました。 

次に右側、販管費要因です。販管費は、合計で 28 億円の増益となっています。これは繰り返しに

なりますが、単純なコストのセーブではないということを今から申し上げたいと思います。競争費

用、国内外で政策的・戦略的、効果・効率的を定め、運用を進めました。その結果、25 億円の増

益要因となっています。販売促進費は、過度な競争を避けながら投下をしました。広告宣伝は従来

のマス媒体からデジタルシフトなどを進めています。加えて SKU 削減を始め、在庫削減を進めた

結果、約 6 億円の物流コストを削減することができました。これは、収益構造改革が顕在化してき

た一つの証左であると捉えています。 

これらを合算し、連結では、一番左の昨年の 95 億円から右側の今年の 126 億円、約 30 億円の大

幅な増益で着地することができました。 
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今、お話し申し上げた上期の利益増減の要因については、1 月から 3 月の 1Q、4 月から 6 月の 2Q

の変化について少しお話を加えたいと思います。 

このページは上期の状況を指し示すキースライドです。私が最もお伝えしたいことは、1 月から 3

月、そして 4 月から 6 月にかけて、時間の経過と共に稼ぐ力が確実に高まっているということで

す。 

特に、お伝え申し上げたいのはブルーの粗利要因です。1-3 月は 2 億円の減益ではございました

が、4-6 月では 4 億円の増益に転じています。その改善額が 6 億円になります。この背景には、高

付加価値新製品の発売、そしてその育成、高収益の分野の伸長により、粗利率を引き上げることが

できたことが背景にございます。また、高付加価値化、値上げの効果を年間目標 35 億円に向けて

着実に進捗をしています。この上期、10 億円を目指していましたが、着手として 13 億円までやる

ことができました。 

次に、オレンジです。販管費の要因です。競争費用は 4 月から 6 月も 5 億円の増益要因になって

いますが、オーラルヘルスケアなど注力事業に意志を持って投資を進めた結果、利益への貢献額は

15 億円減少しています。これは、4 月から 6 月に競争費を増強させたということです。目先の利

益を求めるのではなく、持続的な成長のための戦略的投資もしっかり行っている。これをご理解い

ただければ幸いでございます。 
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全体として、上期を通じた変化においては、利益を稼ぐ基礎体力がしっかりついてきたと評価をし

ています。 
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その結果、第 2 四半期のセグメント業績はこちらになります。 

一般用消費財事業の売上高はマイナス 0.4%とわずかに減収となりましたが、繰り返しになりま

す、ブランドの譲渡を除けば、実質プラス 0.8%と想定どおりに進捗をしています。そのなかで、

収益構造改革の効果もあり、事業利益は大幅増益となり 31.4 億円、率にして 52%強の増加を実現

することができました。 

海外です。外部売上高は前期を上回っており、事業利益は 2 億円の増、率も上昇しています。 

産業用品についてですが、ゴム薬剤などの伸びで増収を確保したものの、ミックスの変化もあり、

利益は減益となりました。しかし、マージン自体は 1-3 月（1Q）に比べて改善をしています。 
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こちらは、一般用消費財の分野別の売上です。 

全体では前年度比 0.4%減収ですが、右下に記しているとおり、ブランドの譲渡の影響を除く実質

では 0.8%の増収です。 

2nd STAGE で最も重要と位置付けるオーラルヘルスケアは 2.7%増です。高付加価値・高価格帯の

ハミガキ、クリニカ PRO、また歯科向けの製品、伸ばすべきカテゴリーはしっかり伸ばせていま

す。この下期、そして 26 年、27 年に向けて、当社ならではの技術を生かした商品アクションをと

っていく考えです。 

一方、ファブリック、リビングについては、売上が減少ないし小幅な伸びに留まっています。しか

しながら、収益性の改善に向けた取り組みが進んでいます。事業利益率、EBITDA マージンは改善

をしています。先ほど一般用消費財事業が大幅増益 31 億水準とお伝えしましたが、実は一番貢献

をしているのがファブリックケア分野です。もとよりこのホームケアの事業は、2nd STAGE 中、

収益構造改革を行っていくとお話をしています。方向性としては間違っておらず、順調に進捗をし

ていることをお伝えしたいと思います。 
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今、申し上げた分野別の状況を定性的にまとめたものです。詳細は割愛しますが、ポイントだけ申

し上げます。 

上段、オーラルヘルスケア、1-3 月から 4-6 月で成長が鈍化している点が目に留まるかと思いま

す。しかしながら伸ばすところは伸ばす。クリニカ PRO のハミガキ、高い付加価値の商品は伸長

しています。 

ビューティ、高付加価値のキレイキレイ薬用ハンドコンディショニングソープが大きく伸長しまし

た。2 倍近い伸長です。 

ファブリックケア、まだまだマイナスですがマイナス幅は縮小しています。柔軟剤で苦戦したもの

の、液体洗剤 NANOX one は好調に推移しています。何よりも、売上控除販促費を含めた競争費用

を効率的に使うことで、収益性は大幅に改善しています。 
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続いて海外。 

東南・南アジアは、タイ、マレーシアともに増収増益となりました。対前年同期で 5.4%の増収、

為替影響を除く実質でも 1.4%の増収です。事業利益は約 5.6 億円、率にして 26.1%と大幅に伸び

ました。利益ある成長が、東南・南アジアでは続いています。 

一方、北東アジアは少し苦戦をしています。韓国が前年を大きく下回りました。全体では 8.4%の

減収。為替の影響を除く実質でも 3.5%の減収、事業利益も減益です。 

海外全体を合わせると、売上高は実質でマイナス 0.6%ですが、外部売上高は 1.5%伸びておりま

す。事業利益はプラス 2 億円、6.9%の増益です。利益ある成長を両立できていると捉えていま

す。 
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こちらは、主要 4 カ国の状況です。 

タイ、ボディソープ、また液体洗剤は好調に推移しています。そして増収。 

マレーシア、ハミガキ、市場成長が続く液体洗剤が伸長しています。 

中国は、さまざまな厳しい経済環境の中においても、高付加価値商品は大幅な増収になっていま

す。一方、主力のハミガキでは戦略的に価格を維持しました。したがって、特に汎用価格帯のホワ

イト&ホワイトで数量の伸びが鈍化をしましたが、高価格帯のクリニカ、システマの二つのブラン

ドは前年同期を大幅に上回る 2 桁の成長を遂げています。こちらについては後ほどお話をします

が、狙いどおりの成果が出ています。 
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続いて、今年度の連結業績予想です。冒頭でお話したとおり、連結予想については年初から変更し

ておりません。なお、ベトナムのメラップライオン 100%子会社化による連結業績への影響は、こ

ちらの年初の予想に織り込んでいます。 
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株主還元です。年初の公表から変更はございません。記載のとおりでございます。 
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こちらは、通期の事業利益の増減要因に関して、上期の実績を踏まえ、下期の内容を改めて見直し

たものです。年初の想定に対し、見直し後の下期は、原材料影響はマイナスが軽くなる一方で、成

長のための競争費用の積極投下など、販管費が年初の想定から 20 億円増える予定です。 
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では、ここからは上期の振り返りを少しした上で、本当にこの数字がいくのか、蓋然性があるの

か、下期の重点施策についてお話を進めます。 

改めて上期を振り返りますと、成果としては収益体質化が着実にできた。国内では収益構造改革が

進展し、海外ではオーラルヘルスケアを含むパーソナルケア分野の拡大ができた。一方で課題は、

やはりトップライン成長への回帰ということになります。 

下期は、構造改革の手綱を緩めることなく、重点分野・ブランドでの商品アクション、戦略的なマ

ーケティング資源の傾斜配分を行います。これにより、トップラインの成長軌道への回帰を目指し

ます。 
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それをどう進めるのか、お話をしていきます。 

国内オーラルヘルスケア分野です。ハミガキ市場において拡大をしている高価格帯への対応が経年

からの課題でした。これに対して、今年の 9 月にデントヘルスブランドにて最高価格帯の新製品を

発売し、育成に取り組みます。高価格帯市場の約 7 割を占める歯周病カテゴリーで、しっかりと当

社の強みを発揮していきます。 

更なる一手として、私どもが数年かけて手掛けてきた新しい技術を使います。細菌叢コントロール

を活用した新製品をこの下期、まずは歯科医向けルートで発売します。細菌叢コントロール、お口

の中の菌叢をコントロールする。例えとしては、腸内フローラといった考え方です。腸の中で善玉

菌をコントロールして増やしていく。これに近いことを、お口の中でできる提案をするということ

です。来年以降、この技術を活用した高価格帯のオーラルヘルスケア製品を市販ルートでも導入す

ることを目指し開発検討を進めています。これにより 26 年、27 年、引き続いての成長を果たして

いきたいと考えています。 

ハブラシです。購入数量減への対応が喫緊の課題です。定期的な交換を促す消費者キャンペーンを

実施してまいります。先ほどお話を申し上げた、下期の競争費用を追加投入してまいります。 
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ファブリックケア、リビングケア分野です。 

ファブリックケアでは、柔軟剤が苦戦をしました。一方、先ほどお話申し上げたとおり、液体濃縮

洗剤 NANOX one は伸長しています。この下期には、今、申し上げた高付加価値アイテム NANOX 

one をまず育成をしていきます。そして苦戦をした柔軟剤です。アロマリッチにおいてリニューア

ルを行います。 

リビングケアでは、新しい習慣を展開するトイレの除菌消臭くん煙剤が、発売後好調に推移してい

ます。下期は重点ブランドに経営資源を集中し、ルックプラスでは「こすらず洗い」の領域を拡張

した新しい製品を発売します。高収益の新製品を着実に育成し、安定した歩みを進めてまいりま

す。 
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続いて、海外です。 

東南・南アジアでは、主力の洗濯用洗剤での収益性を確保しながら、下期にオーラルヘルスケアの

商品、マーケティングアクションを強化します。タイでは、システマ、SALZ のブランドへの重点

的な投資を行います。マレーシア、好調なローカルブランド Fresh&White の育成を図ってまいり

ます。ベトナム、新たにスキンケア製品を導入し、ビューティケア分野に参入いたします。 
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北東アジアです。伸ばすべきところは伸ばせていますが、トップライン全体としての成長に課題が

ありました。中国では、成長している高付加価値ブランドの育成を加速させ、オフラインチャネ

ル、いわゆるリアルチャンネル、重点管理チェーンの配荷を拡大してまいります。 
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皆様が一番懸念されている点の一つが、この中国の成長にあるかと思います。 

経済全体が停滞する中、市場は二極化しています、当社は消費が旺盛な高所得者層に向けて、高価

格帯セグメントに経営資源を集中させていきます。汎用価格帯については、ブランド価値の維持と

利益確保を優先します。高付加価値ブランド、クリニカ、システマは前年を大幅に上回る成長を果

たしています。これらをオフライン流通でも拡張させ、利益ある成長を目指します。 

加えて、第 2 四半期に導入した歯科医ルート向けの新ブランド DENT.を、e コマース、ハイパーマ

ーケットに対してさらに広げていきます。歯科医との関係性を強化しながら、オフラインチャネル

の配荷拡大に繋げていきます。 

オフラインチャネルの配荷拡大について少し触れます。上期までの 4 カ月で、われわれの価格政策

を理解してくれるチャネル、900 店規模に配荷することができました。今年度末までに 3,000 店規

模への拡大を目指しています。この実現により、高価格帯ブランド、クリニカ、システマ、そして

DENT.の拡売に向けた素地を作っていきます。結果として、中国の売上を大きく回復できるものと

考えています。 
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最後に 2nd STAGE の成長戦略の進捗について、少し触れます。こちらは、既にお示しをしていま

すオーラルヘルスケアの成長加速に向けたイメージです。価値提供の範囲、対象のマーケット、そ

して拡大エリアでの浸透と広がりを目指して、取り組みをスタートしています。 
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2nd STAGE がスタートしてまだ半年ですが、各国・各エリアで戦略に沿った具体的な取り組み

が、ここのページのように始まっています。花が開くのはもう少し時間がかかるかもしれません

が、引き続き重点テーマであるオーラルヘルスケアの成長に向けた再投資の強化・加速に、グルー

プ全体で注力してまいります。 
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改めて、今期の業績目標を確認させていただきます。年初の公表から変更なく進めてまいります。 
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このスライドでは、2025 年度の通期業績達成に向けてのリスクをまとめてございます。中国にお

ける景気停滞の継続が懸念されますが、私どもライオングループの連結業績に与える影響につい

て、少し話をします。 

この 2 月の段階では、中国事業のトップラインは 10%の成長を見込んでいました。これに対して

上期は実質 5%弱で着地しました。これは景気の話よりも、先ほど話したチャネルの開拓も含め

て、政策的に意図的に戦略を進めた部分もあります。しかしながら、この上期の 5%水準が下期も

続いた場合の下振れリスクは、連結売上高全体に対して 1%に満たないレベルです。したがって、

中国で起こりうる事業リスクの影響は、グループ全体で十分吸収、対応できるものと考えていま

す。もちろん、それが現実のものにならないようにマネジメントしていきますが、仮にそうなった

としても連結業績への影響は軽微と捉えていただいて構いません。 
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こちら最後のページです。上期を改めて社長として総括します。 

構造改革が着実に進みました。利益ある成長のための基礎体力が、この上期に整いました。こう評

価をしています。 

具体的には二つ。まず。一般用消費財では、コミットメントさせていただいている重要指標

EBITDA マージンについて、27 年にプラス 3～5%の目標に対し、既にプラス 2.3%。そのドライバ

ーである値上げ効果は上期目標 10 億に対してプラス 13 億円、サプライチェーンの効率化で 6 億

円の増益、粗利率の改善プラス 0.7 ポイント、顕在化しています。ただし、この効果はほんの一部

が発現したにすぎません。26 年、27 年に、その効果は本格化してまいります。 

次に二つ目です。海外については、利益ある成長は確実に進んでいます。しかしまだ道半ばという

面もございます。この上期は、既存国でのオーラルヘルスケアの拡張、そして連結化をしたベトナ

ムの成長など、仕込みを優先的に進めてまいりました。下期から 26 年にかけて、その効果を具現

化していきたいと考えています。 

一方で、上期は成長すべき分野、エリアで勝ち切ることがまだまだできてない。これは反省すべき

点であると私としては認識しています。下期は、基礎体力の付いた会社を筋肉質な会社へと変化さ

せるべく、付加価値の高い分野の育成投資を一層強化してまいります。そして、トップラインを伴

う利益ある成長を実現してまいります。オーラルヘルスケアを中心に、来年以降も成長施策に継続

して注力をし、2nd STAGE の経営指標の達成を目指してまいります。 
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以上で私からのお話は終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 
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